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研究成果の概要（和文）：現代の世界情勢において、キリスト教世界とイスラーム世界との文明間対話が焦眉の課題と
なっている。こうした課題に本格的に取り組むためには、政治や経済の動向の分析のみではなく、両文明の世界観の基
礎を為している哲学・神学の次元での比較思想的考察が不可欠である。本研究においては、西洋中世とイスラーム世界
の法概念を比較哲学的・比較宗教学的に分析することによって、両文明の知的営みの連続性と非連続性の双方を明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：The dialogue between the Christian World and the Islamic World is an urgent task f
or us today. To grapple with such a task, the analysis of modern politics and economy is not enough. The c
omparative study of philosophy and theology in the Christian World and the Islamic World is indispensable.
 In this study, both the similarity and dissimilarity between the legal thought of the Christian World and
 the Islamic World is made clear by the comparative study of the concept of natural law in Thomas Aquinas 
and the concept of law in Averroes.
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１．研究開始当初の背景 
 
キリスト教とイスラム教の思想的交流に

関する研究や比較思想的考察は、我が国にお
いては、その必要性は様々な分野の研究者に
よって幅広く自覚されているが、いまだ本格
的な研究は十分には行われておらず、全体的
な見通しを与えてくれる書物も刊行されて
いないというのが現状である。このような現
状を踏まえつつ、中世におけるキリスト教思
想とイスラム教思想を比較哲学的・比較宗教
学的に考察することが本研究の課題である。 
「中世哲学」という言葉を聞いて多くの人

が連想するのは「西洋中世哲学」である。す
なわち、ラテン・キリスト教世界（現在の西
ヨーロッパ）で展開していたいわゆる「スコ
ラ哲学」のことである。「スコラ哲学」の本
質は「信仰の理解(intellectus fidei)」という
基本精神のうちに求められる。聖書に由来す
る「信仰」を、ギリシアに由来する哲学的な
「理性」に基づいて可能なかぎり「理解」し
ていく営みである。だが、このような営みは、
実は、ラテン・キリスト教世界のみに固有な
ものではなかった。 
ラテン・キリスト教世界（カトリック）に

おいて中世哲学が展開していた同時代にお
いて、ユダヤ、イスラ－ム、ビザンティン（正
教）などの他の一神教諸文明においても、そ
れぞれの神学体系と古代ギリシア哲学（アリ
ストテレスと新プラトン主義）との対話が
徐々に進んでいた。三つの一神教の知的伝統
が同一の基盤を有するようになったのは、セ
ム的な一神教としての共通性のみによるの
ではなく、ギリシア哲学の受容の共通性によ
るところが大きい。 
こうした経緯の全体を視野に入れた中世

哲学の全体像の再構築が世界的な規模で要
請されている。我が国においては、西洋中世
哲学・教父学・キリスト教神学に関しては数
多くの研究が遂行されており、イスラーム哲
学・イスラーム法に関する優れた専門家も存
在している。だが、それらが孤立的な営みと
なっていることに問題がある。 
こうした状況を背景としつつ、本研究にお

いては、ラテン語・ギリシア語とアラビア語
という多様な言語で哲学的なテキストを読
解しつつ一神教の比較哲学的考察を行うと
いう研究課題に正面から取り組んでいる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、哲学史的・文献学的研究、法哲

学的探求、文明論的対話という相互に連関し
た重層的な目的を有する。 
第ーに、哲学史的・文献学的研究としては、

古代ギリシア哲学からイスラーム世界を経
てラテン・キリスト教世界に至る哲学史の総
体的な再検討に取り組む。このような目的を
達成するために、ラテン語・ギリシア語とア
ラビア語・ヘブライ語という多様な言語で哲

学的なテキストを読解しつつ、一神教の比較
哲学的考察を行う。 
第二に、法哲学的探究としては、法の哲学

的根拠づけという哲学の根本問題の一つに
関して、比較哲学的・比較宗教学的観点から
取り組む。 
第三に、文明論的対話としては、或る意味

では共通の地平の中で文明を形成していた
とも言える「中世哲学」の時代に着目するこ
とによって、キリスト教文明とイスラーム文
明の連続性と非連続性の詳細を明らかにし、
対話の可能性を新たな仕方で見出す。 
 
３．研究の方法 
セム的一神教（ユダヤ教、キリスト教、イ

スラム教）において、それぞれの宗教の創設
者（モーゼ、イエス、ムハンマド）は、立法
者であった。彼らの立法した法は、宗教によ
って正当化されるような法ではなく、むしろ、
それらの宗教を創設するような法であった。
それゆえ、｢法｣概念の比較は、一神教の部分
的構成要素の比較ではなく、それぞれの一神
教の基本的な存立構造の比較にほかならな
い。 
 このような観点から、キリスト教世界の代
表的な哲学者であるトマス・アクィナスとイ
スラーム世界を代表する哲学者であるアヴ
ェロエスの法理論を比較哲学的・比較宗教学
的に考察することによって、法理論のみでは
なく、両世界を規定している基本的な思惟構
造の連続性と非連続性の双方が浮き彫りに
なることが想定される。それゆえ、トマスの
ラテン語原典およびアヴェロエスのアラビ
ア語原典を精読し、更に、英語、フランス語、
ドイツ語、イタリア語、スペイン語による二
次文献を踏まえつつ哲学的な考察を深める
ことが、本研究の基本的な方法論となる。 
 
４．研究成果 
 
 上述のように、本研究は、ラテン・キリス
ト教世界とイスラーム世界における哲学的
な知の在り方を比較思想的に考察するとい
う、必要性が幅広く自覚されつつも未開拓な
分野に、とりわけ法思想の比較哲学的考察と
いう観点から取り組んだものである。 
 研究成果としては、ラテン・キリスト教世
界に関しては、単著『トマス・アクィナスに
おける人格（ペルソナ）の存在論』（知泉書
館、2013 年）を刊行したことが最大の成果で
ある。同書の第四部「存在充足の原理として
の自然法」においては、ラテン・キリスト教
世界を代表する法理論家であるトマス・アク
ィナスの自然法論についての詳細な分析を
遂行している。 
 イスラーム世界については、「イスラーム
哲学：ラテン・キリスト教世界との交錯」（『西
洋哲学史』第二巻、講談社選書メチエ、2011
年）という論考を発表し、法思想を含めたイ
スラーム思想の全体をキリスト教思想に対



する影響関係に着目しながら記述するとい
う斬新な試みを実現した。 
 さらに、“Yahya ibn Adi on Faith and 
Reason: A Structural Analysis of The 
Reformation of Morals”(Parole de 
l’Orient, Volume 37, 2012)や「ヨーロッ
パとイスラーム : 文化の翻訳」（『西洋中世
研究』第 3号、2011 年）においては、両世界
の思想交流についての詳細な分析を行なっ
た。 
 三年間の研究機関を通じて、単著・学会
誌・商業誌など、様々な媒体にキリスト教思
想とイスラーム思想の接点に関わる論考を
発表し、充実した研究成果をあげることがで
きた。 
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